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選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
五
月
に
成
立
し
た
憲
法
改
正
手
続
き
を
定
め
た
国
民
投
票
法
で
は
、
本
則
三
条
に
お
い
て
国
民
投
票
の
投
票
権

年
齢
を
十
八
歳
以
上
と
定
め
、
附
則
三
条
で
は
、
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
公
職
選
挙
法
及
び
民
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
必

要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
主
党
が
憲
法
審
査
会
を
拒
み
続
け
て
き
た
こ
と
等
か
ら
、

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
及
び
民
法
の
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
議
論
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
附
則
で
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
て
も
尚
、
必
要
な
立
法
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
不
作
為
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

急
激
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
社
会
保
障
分
野
等
で
若
者
の
負
担
が
増
し
て
い
く
中
、
増
え
続
け
る
高
齢
世
代
と
の

政
治
の
世
代
間
格
差
を
解
消
し
、
公
平
で
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
も
、
将
来
を
担
う
若
者
の
声
を
広

く
政
治
に
反
映
さ
せ
、
政
治
へ
の
参
加
を
促
す
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
次
の
事

項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
十
八
歳
以
上
か
ら
選
挙
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
関
し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識

か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
、
効
果
が
期
待
出
来
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
示
さ

一



れ
た
い
。

三

選
挙
権
年
齢
を
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
有
権
者
の
数
は
ど
れ
だ
け
増
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
、

政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。

四

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
若
者
の
負
担
が
増
し
て
い
く
一
方
、
政
治
に
若
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る

中
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
若
者
の
有
権
者
数
を
増
や
し
、
政
治
へ
の
参
画
を
促
し
、
世
代
間
の
公
平
性
を
担
保
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
若
者
の
精
神
的
自
立
、
国
民
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
政
府
は

ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
か
示
さ
れ
た
い
。

五

国
政
選
挙
と
地
方
選
挙
の
選
挙
権
年
齢
を
切
り
離
し
て
、
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
更
な
る
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
も
必

要
だ
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

六

政
府
は
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
と
、
民
法
上
の
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
は
切
り
離
し
て
実
行
す
る
こ
と
も
可
能
と
認

識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
別
々
に
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
お
考
え
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

民
法
の
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
を
行
う
場
合
、
対
象
と
な
る
関
連
法
令
数
は
ど
の
程
度
の
数
に
な
る
と
の
認
識
か
、
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

二



八

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
若
年
層
の
消
費
者
被
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
浸
透
す
る
ま
で
は
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
を
実
施
す
べ
き
で

な
い
と
の
認
識
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

九

選
挙
権
年
齢
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
る
、
様
々
な
若
者
に
対
す
る
権
利
の
付
与
に
伴
い
、
自
立
や
自
覚
、
責
任
を

養
い
育
む
た
め
の
施
策
が
セ
ッ
ト
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
青
少
年
へ
の
教
育
、
特
に
公
民
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
、
今
後
の
具
体
的
対
応
策
に
つ
い
て
如
何
お
考
え
か
示
さ
れ
た
い
。

十

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
現
在
、
国
民
投
票
法
の
附
則
で
定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
過
し
て
も
尚
、
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
立
法
の
不
作
為
の
状
態
に
あ
る
が
、
政
府
は
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
今

後
、
附
則
の
改
正
等
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
の
認
識
か
。
ま
た
、
民
主
党
の
政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
十
八
歳
以
上
へ
の

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
整
合
性

を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

三


